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Abstract 
A numerical solution of unsteady viscous incompressible fluid flow past a circular cylinder betw巴entwo 
parallel flat plan巴sis reported. For this purpo史， the succ巴SSIV巴 overrelaxation method and alt巴rnatIve
directional implicit method are applied for tim巴depend巴ntdifference equ泣ions.The effects of flat planes are 




























後，前報(2)で示したような以下の差分方程式 第 l図流れ場を記述するためのハイブ 1)'/ド座標系
群が得られる。
1. 円柱近傍(等間隔格子領域)
{-Al2 + 4~l (1[r?，j+l-1[r?'j-l)}日 /W24)一一一十一一 町 1Hどわ+(，'-"Jー +一一lrzJiRl  '4kl，'J  r'， J-I/J~'ー ， J ， ¥ 1 . ' R l2J ノすL1t .v ， 
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f 2 1 I ''" n ，' n ， ) ~n + 1 ， f 1汗 4 ¥ ートー+A ~7 (ψιl，j一ψ?-1，j)(ロ;Jl+(--L十一τ )t2jLRk2' 4kl，rH'，J r'-I ， JIJ~'， J-I' ¥1..1 Rk2J 
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2. 円柱il]:傍(半径方向:不等間隔格子領域)
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ここで、
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間 1= (1-k3)叫+，1， I 2k~ ， I ^ ，? ¥ f主盟主主竺包)
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系の (z~ 2)， (i， 3)の部分を用いて流れ関数を以ドに示すごとくテイラー展開を行な
)υ 
ψi， 2= 7Jri， 1 +k(普)214(51)J ??????
( 167) 
明/θψ¥ ，(2k)2(i}2ψ¥ ， 










式より(13) (12)， 従って(10)，(11)， 
ど 8ψi，2 ￥ri. 3 
;， 1- 2Efk2 (14) 
EI二 πexρ(πXk) ただし
また圧力分布は次式で計算される。
P.~n= -~ rq(~n dn+const<lnt R)o ¥語)~~Oaη -r conSlam: ?????
(15)式は次のように数値積分の形に変えられる。
4~ SQ，2-S P;，I= -;，~一一一一生上X 1 + constant R~I k (16) 
constant = 1 ただし
圧力 Pi，1はρU2/2により規格化されている。
形状抵抗Cρは次のようになる。
Cp= 1"p同国ede (17) 
数値積分形は
~Pi+ 1 ， I+P;， CP=221×cos(πX 1 X i) (18) 
摩擦抗力係数Cfは次式で与えられる。
Cf二訂:EHmodO (19 ) 
数値積分形は









① レイノルズ数 40 ② 平面境界の位置 3通 f)(第3図で示しているようにそれぞ
れ円柱半径を Roとすると， 5.3 Ro， 10.7Ro， 22.7Roの距離に置いた。)
③ 上流端の位置 : 円柱の中心から 17.6Roの距離 ④ 下流端の位置 : 上流端の
位置より遠くに取って 31.1Ro (上流端・下流端の位置は平面境界の位置に関係なくすべ
て同じとした。) ⑤ 格子点の数 : 円柱座標領域では第2図で示した数，直交座標
領域では x方向については3通りの場合すべて共通で63，Y方向ではそれぞれ 19，25， 30 
の格子を設定した。従って両領域合わせてのそれぞれのケースの格子点の数はおよそ
1700， 2100， 2400となった。以下各ケース共同じで ⑥ タイム・ステップ 0.04 
⑦ 角度の刻み 60 ( 1二 0.033333・・・・) ⑧ 半径方向の格子間隔(等間隔格
子領域) : k=0.03 なお⑦，⑧による格子の間隔は第2図にほぼ正確に描いであ












① ケース 1(Y = 5 .3Ro) k1 = k2 = 1. 9， k3 = 1. 7722667 
② ケース 2(Y=10.7Ro) : k，ニ k2= 1.9 k3 = 1.82355 
③ ケース 3(Y二 22.7Ro) 
5. 計算結果および検討














要する。第5図に t=1.0の場合，第6図に t= 
2.0の場合の円柱表面上の圧力分布を示す。以
下の図にはケース 2の結果は作図上の都合から
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表
ムt タイム・ステッフ0
k1，kz，k3 加速係数
IN， JN 格子の数
w 流れ関数
Cか度
(173) 
